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活動内容と成果

新潟県の農作物被害は鳥類による被害が66％を占め
ている。ところが鳥害に対する対策が確立されてお
らず、今後も鳥害が相対的に重要なシェアを占める
ことが予測される。

本活動が取り組む課題を解決するためには、鳥による被害量を正しく認識するこ
とが重要である。今後は、被害者との合意形成に必要になる「真の被害実態」の把握
方法の確立に注力したい。

被害把握、対策のコーディネート、普及啓発を行い、
多様な鳥や現場に対応できる「総合的な鳥害対策」
と、それを実現させるための技術や人材などの「仕組
み」を確立する。

●3市町村にて鳥害の被害実態を把握するための調
査（現地調査・アンケート調査）を実施し、適切な被害
把握と評価方法について検討した
●南魚沼市八色地区にて対策の実証試験を実施し、
農作物被害対策について啓発を行った。調査と普及
啓発の結果、当該地域では、「鳥類よりも獣類の方が
被害が多い」という実態が判明したことで、既存の鳥
害の被害金額が過大評価されている可能性が高いこ
とが判明した鳥害対策技術指導会の様子

カラスに捕食されたスイカ

■苦労した点
活動の結果、獣類による被害が「鳥に
よる被害」だと誤って認識されてお
り、単なる技術論では対策が進まなく
なった。

■工夫した点
技術よりも被害者の意識に焦点を向
け、鳥害の許容可否を当事者が判断で
きるような情報を集めることに注力
した。

（特非）   新潟ワイルドライフリサーチ
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